
大倉喜八郎 進一層館
Forward Hall

東京都選定歴史的建造物に選定
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　東京経済大学は、2020年に創立120周年を迎えます。
18歳人口の減少や大学入試制度の改革等大学を取り巻
く環境の厳しさが増す中、教育・研究の一層の充実と、
そのために必要となる施設の整備を計画し、本学のさら
なる発展の基礎を築きたいと考えています。

　本学は建学以来、困難に出会ってもひるまずに、なお
一層前に進む「進

しん

一
いっ

層
そう

」と「責任と信用」という精神を
大切にしており、チャレンジ精神の涵養と自らに責任を
持ち社会から信用される人材の育成に努めてきました。
2007年度にスタートした「TKUチャレンジシステム」は、
社会人としての基礎力を養う「ベーシックプログラム」、
充実した専門科目で知識を得る「学部・学科教育」、公
認会計士や税理士などの高度な資格や国際社会に通用す
る語学力を習得する「アドバンストプログラム」の三層
構造で、社会で活躍するために必要な力を育成していま
す。その結果本学は、「チャレンジする大学」「面倒見の
良い大学」「就職に強い大学」として独自の地位を築い
てきました。

　2020年に向けて教学ビジョン「東経大チャレンジ
2020」に基づく改革を進め「エデュケーション・クオ
リティ＝自ら学ぶ、ゼミする東経大」「キャリア・クオ
リティ＝安心の就職力」「サポート・クオリティ＝自立
を促す、多様な支援」「キャンパス・クオリティ＝環境
との共生、地域社会との連携」という４つのクオリティ
をメインコンセプトに、さらに魅力的な大学づくりに努
めていきます。
　また、教育研究活動を支える施設・設備のさらなる充
実を目指し、国分寺キャンパス第二期整備事業として
2018年から2019年にかけて建設計画を確定し2020年以降、
順次着工することを予定しています。学生のサークル活
動スペースと学生食堂を併設した「新葵陵会館（仮称）」、
現在の４号館の場所には教育と研究の活動拠点となる
「新教育研究棟（仮称）」、第一研究センターは「新研究
棟（仮称）」として生まれ変わる予定です。建設にあた

っては、コンセプトの一つであるキャンパス・クオリテ
ィを意識し、自然との共生の重要性を意識して行います。
あわせて「東京の名湧水57選」に選定されている新次郎池
周辺の整備、防災井戸の掘削も行う予定でいます。

　創立120周年記念事業では、教育研究の充実や施設・
設備の整備のほか、さまざまな記念事業を計画していま
す。箱根駅伝出場を目指す学生の支援、学生たちの成長
の記録を映像として残す「学生たちのはじめて物語」の
制作、大倉喜八郎、東京経済大学、教職員、卒業生、在
学生による日本初の試みなどをまとめた『はじめて物語』
の刊行、「国際学生セミナー・国際ワークショップ」の
開催、「地域と環境の再生と発展－多摩・東京・世界－」
をテーマにした特別授業・シンポジウム・記念出版を予
定し、本格的正史である『東京経済大学120年史』の編
纂にも取組みます。2020年10月には、本学発祥の地に
隣接するホテルオークラ東京での式典も計画しており、
記念事業の企画については今後も拡充していくことを検
討しています。この記念事業は総事業費90億円を予定し
ており、内20億円を寄付金として募集しています。皆さ
まにおかれましてもご理解、ご協力くださいますようお
願い申し上げます。

　これからも改革を進め、さらに社会から高く評価され
る「東経大ブランド」を確立すべく、進一層の気概を持
ち「2020年」に向けてチャレンジを続けてまいります。

創立１２０周年に向けて
理事長

後藤 鍈四郎

就任のごあいさつ
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２
０
１
７
年
４
月
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
設
さ
れ
、
定
員
で
あ
る
50
名
の
学
生
が
入
学
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
、
新
入
生
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
科
目
と

し
て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
」

を
受
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
基
礎
理
論
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
学
び
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
」
は
、
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
の
柱
で
あ
る
４
年

間
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
最
初
の
科
目
で
す
。「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
Ⅰ
～
Ⅶ
）
は

４
年
間
を
か
け
て
段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
、
少
人
数

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

発
揮
し
、
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
学
生
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
高
校
ま
で
の
活

動
、
特
に
部
活
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
経
験
や
、
生
徒

会
役
員
の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
に
加

え
て
、
今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
人
間
関
係
構
築
に

消
極
的
で
あ
っ
た
学
生
が
、
大
学
入
学
を
機
に
自
分
を
変

え
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
積
極
的
に
な
る
こ
と
が
み

ら
れ
、
学
生
の
成
長
を
期
待
で
き
る
と
担
当
の
教
員
一
同

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
試
に
お
け
る
志
願
者
募
集
状
況
は
、
倍
率
と
し
て
は

４
学
部
と
遜
色
の
な
い
志
願
者
数
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
Ａ
Ｏ
入
試
（
１
期
２
期
計
）
で
は

２
・
７
倍
、
一
般
入
試
（
前
期
後
期
計
）
で
は
６
・
７
倍
、

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
（
前
期
後
期
計
）
で
は
５
・
６
倍
、

出
願
者
数
合
計
は
５
９
３
名
で
し
た
。
新
し
い
枠
組
み
で

の
学
生
募
集
は
、
特
に
初
年
度
に
お
い
て
周
知
と
い
う
点

で
の
不
利
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
好
調
な
滑
り
出
し

が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
で
選
考
方
法
と
し
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
な
ど
の
新
し
い
試
み
を
行
っ
た
入
試

面
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
新
し
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
広
報
し
て
い
く
点
で
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
立
案
・
実
施
に
お
い
て
も
、
開
設
に
向
け
て
ご
協
力

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
概
略
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

は
大
別
し
て
３
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
め
の
特
徴
は
４
年
間
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
す
。
少
人
数
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project-B

ased	
Learning

）
を
通
じ
て
、
段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
様
々
な
活
動

を
学
生
が
実
際
に
行
う
こ
と
で
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
就
業
体
験
に
向
け
て

段
階
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

１
年
次
に
は
希
望
者
か
ら
選
抜
し
「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ

ン
グ
」
と
呼
ぶ
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
実
際

に
生
き
生
き
と
仕
事
を
し
て
い
る
社
会
人
の
仕
事
を
観
察

す
る
と
い
う
体
験
学
習
で
す
。
２
年
次
に
は
「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
お
い
て
「
キ
ャ
リ
ア

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
し
て
学
生
が
Ｏ
Ｂ
を
訪
問
し
、
な
ぜ

そ
の
職
業
を
選
ん
だ
の
か
や
仕
事
の
や
り
が
い
と
大
変
さ

と
い
っ
た
働
く
生
の
声
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
場
を
知
る
活
動
を
経
験
し
た
の

ち
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
よ
り
よ
い
学
び
の
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
め
の
特
徴
は
入
学
時
に
は
学
部
を
決
め
ず
に
、
１

年
間
社
会
科
学
の
基
礎
を
学
び
、
２
年
次
か
ら
学
部
を
選

択
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
学
の
４
学
部
の
入
門
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
北
山 

聡

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
委
員
会　
委
員
長　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
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祉
」「
情
報
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
６
つ
を
想
定
し
、

２
年
次
か
ら
履
修
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

学
部
横
断
履
修
科
目
の
魅
力
は
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

る
こ
と
に
加
え
、
興
味
関
心
の
分
野
を
深
め
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
で
す
。
単
に
多
種
多
様
な
講
義
か
ら
脈
絡

な
く
つ
ま
み
ぐ
い
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
性
の
あ
る
科

目
を
体
系
的
に
履
修
で
き
る
仕
組
み
が
ク
ラ
ス
タ
ー
と
い

え
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
入
学
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
志
願
動
機
と
し
て
、

社
会
科
学
の
分
野
を
広
く
学
べ
る
こ
と
を
重
視
し
た
と
回

答
し
た
入
学
者
は
、
80
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

ま
た
学
部
横
断
型
で
学
習
す
る
こ
と
へ
の
関
心
は
社
会

的
に
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。﹃
蛍
雪
時
代
﹄
２
０
１
７

年
６
月
号
に
お
い
て
は
各
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学
部

横
断
型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
特
集
が
組
ま
れ
、

そ
の
中
で
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
別
企
画
ペ
ー
ジ
と
し
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
複
数
の
他
大
学
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。

　

次
に
正
課
外
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
を
対
象
と
し
て
、

未
来
の
働
き
方
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
のG

oogle

社
と
本
学
が

共
同
し
て
進
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
働
き
や
す
い
社
会
を

ど
う
つ
く
る
か
を
大
学
生
の
発
想
で
考
え
て
み
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

G
oogle

社
か
ら
講
師
を
迎
え
た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
学
生

の
ア
イ
デ
ア
、
発
想
力
を
強
化
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
各
学
部
の
２
年
次
以
上
の
学

生
有
志
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
正
課
外
の
枠
組
み
で
は

あ
り
ま
す
が
、
１
期
生
し
か
い
な
い
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
生
が
各
学
部
の
上
級
生
と
と
も
に
学
ぶ
機
会

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
成
果
を
社
会
に
向
け
て
提
言
し
て
い
く
こ
と

や
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
高
校
生
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
情
報
を
発
信
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
作
り
出
す

側
に
立
っ
て
み
る
こ
と
で
、
自
ら
の
学
び
を
振
り
か
え
る

機
会
と
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
指
す
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
は
、
人
生
と
い
う
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
す
る
上

で
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
自
己
の
ス
キ
ル
を
更
新
し

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
に
は
、
論
理
的
思
考
能
力
、
自
ら
の
考
え

を
表
現
し
伝
え
る
力
、
必
要
な
情
報
を
探
し
出
し
整
理
し

理
解
す
る
力
、
問
題
発
見
・
理
解
・
解
決
能
力
と
い
っ
た

力
、
つ
ま
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
強
化
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
能
力
の
学
び
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の

で
す
。
単
な
る
知
識
の
よ
う
に
「
わ
か
る
」
だ
け
で
は
な

く
、
ス
キ
ル
は
「
で
き
る
」
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

基
本
的
能
力
開
発
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
簡
単

で
も
、
そ
れ
を
「
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
実

際
に
学
び
と
実
践
の
往
復
を
繰
り
返
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
年
生
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
学
習
は

ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学

ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
、
正
課
や
正
課

外
の
学
び
の
機
会
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク

ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
場
面
で
実
践
し
て
、
深

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
、
各
学
部
に
入
学
し
た
１
年
生
と
と
も
に
学
び
ま
す
。

各
学
部
の
入
門
科
目
は
、
経
済
学
部
は
「
社
会
経
済
学
入

門
」、
経
営
学
部
は
「
会
社
入
門
」
と
「
流
通
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
入
門
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
入
門
」
と
「
社
会
調
査
入
門
」、
現

代
法
学
部
は
「
リ
ー
ガ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

学
部
の
入
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
は
、
２
年
次
か
ら
の
学

部
選
択
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
し
て
基
礎
的
な

素
養
と
な
る
社
会
科
学
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
入
門
科
目
は
学
部
横

断
履
修
の
た
め
の
基
礎
教
育
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
特
徴
は
、
学
部
横
断
履
修
科
目
と
い
う
専
門

分
野
を
横
断
し
た
学
び
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
科
目
は
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
呼
ぶ
共
通
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
金
融
」「
広
告
」「
環
境
」「
福
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２
０
１
６
年
度
の
就
職
環
境
と
就
職
状
況

　
２
０
１
６
年
度
当
初
、
新
卒
者
の
就
職
動
向
を

予
測
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
調
査
は
、
次

の
よ
う
に
大
卒
求
人
倍
率
を
公
表
し
ま
し
た
。

「
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
・
大
学

院
生
対
象
の
大
卒
求
人
倍
率
は
１
・
７
４
倍
と
、

前
年
の
１
・
７
３
倍
よ
り
０
・
０
１
ポ
イ
ン
ト
上

昇
。
全
国
の
民
間
企
業
の
求
人
総
数
は
、
前
年
の

71
・
９
万
人
か
ら
73
・
４
万
人
へ
と
１
・
５
万
人

増
加
し
た
（
対
前
年
増
減
率
は
＋
２
・
１
％
）。

一
方
、
学
生
の
民
間
企
業
就
職
希
望
者
数
は
、
前

年
の
41
・
７
万
人
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
42
・
２
万
人

で
あ
っ
た
（
対
前
年
増
減
率
は
＋
１
・
２
％
）。」

　
改
善
傾
向
は
継
続
し
た
も
の
の
、
２
０
１
４
年

度
の
求
人
数
対
前
年
増
減
率
が
＋
25
・
６
％
、
２

０
１
５
年
度
が
＋
５
・
４
％
と
推
移
し
て
き
た
の

に
対
し
、
２
０
１
６
年
度
が
＋
２
・
１
％
で
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
改
善
の
勢
い
は
や
や
足

踏
み
状
態
（
横
ば
い
）
と
な
っ
た
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　
加
え
て
、
経
団
連
加
盟
企
業
の
「
採
用
選
考
活

動
」
開
始
時
期
が
、
前
年
の
「
８
月
１
日
」
か
ら

「
６
月
１
日
」
と
２
カ
月
早
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る

混
乱
も
予
測
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、企
業
の「
広

報
活
動
」
開
始
時
期
は
、
前
年
と
変
わ
ら
ず
「
３

月
１
日
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
前
年
の
各
企
業

の
採
用
選
考
活
動
状
況
を
見
る
と
、
多
く
の
企
業

が
「
８
月
１
日
」
よ
り
数
カ
月
早
く
選
考
活
動
を

開
始
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
企
業
の
広
報
活
動
開
始
日
と
さ
れ
る

「
３
月
１
日
」
が
、事
実
上
、企
業
の
「
選
考
活
動
」

開
始
日
と
な
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
一
部

の
支
援
行
事
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
な
ど
の
就
職

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
支
援
の
結
果
、
２
０
１
７
年
３
月
卒

業
生
の
就
職
率
（
本
学
卒
業
生
全
員
を
分
母
と
し

た
就
職
率
）
は
87
・
８
％
で
、
前
年
度
（
85
・
６

％
）
比
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
希
望
者
を
分
母
と
し
た
就
職
率
（
本
学
就
職

希
望
者
就
職
率
）
も
94
・
２
％
と
、
前
年
度

（
93
・
６
％
）
比
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
１
９
９
４
年
以
降
で
最
も
高
い
就
職

率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
度
の
本
学
の
「
正
社
員
」

就
職
率
は
87・１
％
、「
非
正
規
社
員
（
派
遣
社
員・

契
約
社
員
）」
就
職
率
は
０
・
７
％
で
す
。
全
国

の
大
学
卒
就
職
率
は
毎
年
８
月
頃
の
公
表
と
な
る

た
め
、
２
０
１
５
年
度
と
の
比
較
に
な
り
ま
す
が
、

全
国
で
は
「
正
社
員
」
就
職
率
が
71・３
％
、「
非

正
規
社
員
」
就
職
率
が
３
・
４
％
で
す
の
で
、
本

学
の
「
正
社
員
」
へ
の
就
職
に
重
点
を
置
い
た
支

援
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
就
職
戦
線
の
見
通
し

　
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
は
、「
２
０
１

８
年
３
月
卒
業
予
定
者
の
大
卒
求
人
倍
率
は
１
・

７
８
倍
と
、
前
年
の
１
・
７
４
倍
よ
り
０
・
０
４

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
同
研

究
所
が
実
施
し
た
「
２
０
１
８
年
卒　
採
用
見
通

し
調
査
」
に
よ
る
と
、
大
卒
（
大
学
院
卒
含
む
）

採
用
数
が
「
増
え
る
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合
は

13・５
％（
前
年
調
査
比
＋
０・１
ポ
イ
ン
ト
）、「
減

る
」
と
答
え
た
企
業
は
５
・
７
％
（
前
年
調
査
比

＋
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
）
で
、「
増
え
る
」
と
答
え

た
企
業
の
割
合
が
７
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。
新
卒
採
用
数
の
増
加
見
通
し
は
７
年
連
続
と

な
り
、
特
に
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
や
小
売
業
、
建
設

業
な
ど
、
人
手
不
足
が
顕
著
な
業
種
を
中
心
に
採

就
職
率
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）

求
人
倍
率
（
棒
グ
ラ
フ
）

差※5
（ポイント）

（年度）

（％） （倍）
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7.3 6.4 9.8 12.4 11.5 12.7 13.4 8.5 7.1 4.8 6.1 8.2 8.5 10.9

大卒求人倍率※4

全国大学卒就職率※3

本学卒業生就職率※2

本学就職希望者就職率※1
91.8

89.0
85.8

80.281.6
83.7

92.3
93.8

91.590.3

86.9

81.3 81.1

78.073.4

68.768.769.3

81.882.6
79.1

76.1

69.5

62.2

74.4

69.8
67.3

63.9
61.660.8

68.4
69.9

67.6

63.7

59.7
55.8

67.1

1.73 1.74 1.78
1.61

1.281.271.231.28

1.62

2.142.14

1.89

1.60

1.37

0.99

1.20

93.6

85.6

72.6
74.7

87.8

94.2

資料1 ● 大卒求人倍率・全国大学卒就職率等推移

※１ 本学就職希望者就職率：該当年度３月卒業生、3月31日現在の数値、就職決定者数÷（進路判明者数−就職を希望しない者の数）
※２ 本学卒業生就職率　　：該当年度３月卒業生、3月31日現在の数値、就職決定者数÷卒業生数
※３ 全国大学卒就職率　　：文部科学省　学校基本統計（学校基本調査報告書）、該当年度の就職者総数÷全国の大学学部を卒業生数
※４ 大卒求人倍率　　　　：リクルートワークス研究所調査、求人総数÷民間企業就職希望者数
※５ 本学卒業生就職率−全国大学卒就職率

2 0 1 6 年 度

就職活動状況
荒川 雅一 
キャリアセンター長

２ ０ １ ７ 年 ３ 月 卒 業 生

2015年度比
+0.6ポイント

2011～2016年度の回復
+14.0ポイント

2015年度比
+2.2ポイント

2011～2016年度の回復
+19.1ポイント

2014年度比
+2.1ポイント

2011～2015年度の回復
+10.8ポイント
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用
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
採
用
数
が
「
変
わ
ら
な
い
」
が
48
・
８

％
、「
わ
か
ら
な
い
」
は
2₀
・
７
％
あ
り
、「
今
後

の
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と

も
伝
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
金
融
業
な
ど
を
見

る
と
、
採
用
数
が
「
増
え
る
」
と
答
え
た
企
業
が

７
・
３
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
53
・
８
％
、「
減

る
」
が
６
・
４
％
と
、
全
体
的
な
採
用
数
は
微
増

で
は
あ
る
も
の
の
、
企
業
ご
と
に
見
れ
ば
新
卒
採

用
を
減
ら
す
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生

の
志
望
す
る
業
種
に
よ
っ
て
は
採
用
数
を
減
ら
す

企
業
も
あ
り
、
２
０
１
７
年
度
も
決
し
て
楽
観
で

き
る
環
境
で
は
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
国
公
私
立
大
学
等
で
構
成
す
る
「
就
職
問
題
懇

談
会
」
は
、
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職
・
採
用
活

動
の
秩
序
を
維
持
し
、
正
常
な
学
校
教
育
と
学
生

の
学
修
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
自

己
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
て
適
切
に
職
業
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
経
済
団
体
等
に
対
し

要
請
を
行
い
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
の
就

職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て
、
経
団
連
と
次
の
と
お

り
申
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
の
広
報
活
動
は
、
学
部
３
年
生
・
大
学
院

１
年
生
の
３
月
１
日
以
降
開
始
、
採
用
選
考
活
動

は
、
学
部
４
年
生
・
大
学
院
２
年
生
の
６
月
１
日

以
降
開
始

　
上
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
２
年
連
続
と
な
る
た

め
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
混
乱
と
は
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、
懸
念
材
料
が
無
い

わ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

企
業
と
の
情
報
交
換
・
情
報
収
集
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
生
に
対
し
て
は
全

員
面
談
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
現
状
認

識
と
早
め
の
準
備
の
重
要
性
を
強
く
伝
え
て
ま
い

り
ま
す
。

新
卒
採
用
選
考
時
に

企
業
が
重
視
す
る
要
素

　
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
「
新
卒
採
用
（
２
０

１
６
年
度
４
月
入
社
対
象
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」（
２
０
１
６
年
11
月
公
表
、
回
答
社
数

７
０
９
社
）
に
よ
る
と
、
採
用
選
考
時
に
重
視
す

る
要
素
は
13
年
連
続
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」（
87
・
０
％
、
前
回
85
・
６
％
）
が
第
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
位
は
「
主
体
性
」

（
₆3
・
８
％
、
前
回
₆₀
・
１
％
）、
第
３
位
は
「
協

調
性
」（
49
・
１
％
、
前
回
4₆
・
３
％
）、
第
４
位

は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」（
4₆
・
０
％
、
前
回
54
・

０
％
）
と
続
き
ま
す
［
資
料
２
］。

　
一
方
で
、「
学
業
成
績
」
や
「
語
学
力
」、「
留

学
経
験
」
な
ど
が
下
位
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

「
学
業
な
ど
を
疎
か
に
し
て
も
良
い
」
と
い
う
意

味
で
は
な
い
こ
と
が
、
上
記
ア
ン
ケ
ー
ト
の
別
項

目「
選
考
に
あ
た
っ
て
の
学
業
成
績
の
重
視
状
況
」

を
見
る
と
わ
か
り
ま
す
。
学
業
成
績
を
「
か
な
り

重
視
し
た
」「
や
や
重
視
し
た
」
が
55
・
３
％
と

な
っ
て
お
り
、「
あ
ま
り
重
視
し
な
か
っ
た
」「
重

視
し
な
か
っ
た
」
の
28
・
１
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
［
資
料
３
］。

　
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、﹃「
学
業
成
績
」

や
「
語
学
力
」
等
を
直
接
的
に
採
用
の
決
め
手
と

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
基
盤
が
あ
る
こ

と
を
前
提
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」や「
主

体
性
」
等
の
能
力
を
持
っ
た
学
生
を
企
業
は
求
め

て
い
る
﹄
と
い
う
こ
と
で
す
。「
就
職
に
学
業
成

績
は
関
係
な
い
」
と
考
え
て
い
る
学
生
も
一
部
に

い
る
よ
う
で
す
が
、
有
名
企
業
や
人
気
企
業
な
ど
、

「
就
職
難
易
度
（
競
争
率
）
が
高
い
」
と
言
わ
れ

て
い
る
企
業
ほ
ど
、
一
定
以
上
の
学
業
成
績
を
前

提
に
選
考
を
行
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し

て
学
業
を
疎
か
に
し
な
い
よ
う
、
学
生
に
は
引
き

続
き
注
意
喚
起
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
々
変
わ
り
行
く

企
業
の
採
用
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
学
生
に
対
し

て
は
全
員
面
談
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
と

す
る
年
間
８
０
０
コ
マ
を
超
え
る
キ
ャ
リ
ア
支
援

行
事
等
を
通
じ
て
、「
就
職
に
向
け
て
今
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
を
強
く
伝
え
て
い
く
と

共
に
、
学
生
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
個
別

相
談
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
ス
ム
ー

ス
な
就
職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資料2 ● 選考にあたって特に重視した点（5つ選択、n=687）

資料3 ● 選考にあたっての学業成績の重視状況

コミュニケーション能力
87.0%

主体性
63.8%

協調性
49.1%

チャレンジ精神
46.0%

誠実性
43.8%

ストレス耐性
35.5%

責任感
24.2%

論理性
23.6%

課題解決能力
19.7%

リーダーシップ
16.6%

柔軟性
14.7%

潜在的可能性（ポテンシャル）
14.6%

信頼性
14.3%

創造性
12.1%

専門性
9.9%

一般常識
7.4%

学業成績
4.5%

語学力
3.2%

留学経験
0.6%

その他
5.1%

2016年
入社

2015年
入社

51.8% 16.4% 21.8% 6.3%3.5%

41.1% 27.9% 20.1% 6.5%3.5%

0.1%

無記入 0.8%かなり重視した

どちらとも言えない 重視しなかったやや重視した

あまり重視しなかった
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空
機
立
川
工
場
で
敗
戦
を
迎
え
ま
す
。
動
員
を
解

か
れ
て
工
場
の
寮
よ
り
、
家
族
の
疎
開
先
、
愛
知

県
岡
崎
に
帰
り
ま
す
が
、
一
〇
月
一
日
か
ら
授
業

開
始
の
通
知
を
受
け
取
り
赤
坂
葵
町
へ
登
校
し
ま

す
。
戦
時
中
、
入
試
に
は
合
格
し
た
の
で
す
が
勤

労
動
員
の
た
め
に
立
川
に
直
行
し
て
お
り
、
合
格

か
ら
半
年
を
経
て
初
め
て
の
登
校
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
東
京
都
心
部
一
帯
の
無
惨
な
被
害
状
況

を
見
ま
す
。「
隣
接
す
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
よ
り
、

空
爆
に
よ
る
被
害
は
免
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期

待
も
む
な
し
く
」
五
月
二
五
日
夜
半
か
ら
の
「
山

の
手
大
空
襲
」
に
よ
り
大
倉
経
専
は
校
舎
の
大
半

を
焼
失
し
ま
す
。「
山
の
手
大
空
襲
」
は
、
三
月
一

〇
日
の
一
〇
万
人
の
犠
牲
者
が
出
た
東
京
大
空
襲

を
、投
下
爆
弾
等
の
規
模
で
上
回
る
空
襲
で
す
（
早

乙
女
勝
元
著
﹃
図
説
東
京
大
空
襲
﹄）。

　

新
入
生
達
は
「
地
下
鉄
虎
の
門
か
ら
、
学
校
ま

で
数
百
メ
ー
ト
ル
は
焼
け
野
原
で
、
途
中
右
側
に

巨
大
な
満
鉄
ビ
ル
が
あ
り
進
駐
軍
が
接
収
」
し
た

風
景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
九
月
二
五
日
、

授
業
短
縮
、
在
学
二
年
六
カ
月
で
三
年
生
一
七
三

名
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一

〇
月
一
日
か
ら
の
一
、
二
年
生
の
赤
坂
で
の
授
業
再

開
は
「
辛
ウ
シ
テ
教
育
上
支
障
無
キ
見
込
ナ
リ
」

と
大
倉
経
専
は
窮
状
に
堪
え
て
、
文
部
省
に
報
告

し
ま
す
。

　

文
部
省
は
戦
時
の
非
常
措
置
に
つ
い
て
、
特
に

学
徒
動
員
は
致
命
的
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
す
（
文

部
省
﹃
学
制
百
年
史
﹄）。
敗
戦
翌
日
の
一
六
日
、
学

徒
動
員
令
を
解
除
し
、
二
一
日
、「
戦
時
教
育
令
」

を
廃
止
し
ま
す
。
更
に
「
二
十
四
日
、学
校
教
練・

戦
時
体
錬
・
学
校
防
空
関
係
の
諸
法
令
を
廃
止
し
、

二
十
八
日
、
九
月
中
旬
を
め
ど
に
授
業
を
再
開
す

る
こ
と
を
」
指
示
し
ま
す
（
文
部
省
﹃
学
制
百
二
〇

年
史
﹄）。
焼
跡
の
中
で
、
大
倉
経
専
は
こ
う
し
た

国
政
の
大
転
換
に
対
応
し
つ
つ
、
戦
後
の
多
難
な

道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

２ 

赤
坂
で
の

 

半
年
間
の
学
生
生
活

　

木
村
氏
は
授
業
開
始
よ
り
半
年
間
、
廃
墟
か

ら
再
生
へ
向
う
都
心
で
学
生
生
活
を
送
り
ま
す
。

「
虎
ノ
門
の
学
校
か
ら
一
五
分
も
歩
け
ば
、
銀
座
、

有
楽
町
、
日
比
谷
公
園
と
い
う
立
地
条
件
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
魅
力
」
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

進
駐
軍
が
占
拠
す
る
満
鉄
ビ
ル
の
番
兵
と
英
会
話

を
楽
し
む
学
生
も
い
ま
し
た
。
米
兵
と
の
闇
取
引

で
、
日
比
谷
劇
場
で
「
次
々
と
封
切
ら
れ
た
ア
メ

リ
カ
映
画
を
観
る
財
源
を
稼
」
ぎ
、「
封
切
ら
れ

た
ア
メ
リ
カ
映
画
は
ほ
と
ん
ど
見
」
た
木
村
氏
は

赤
坂
時
代
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

『
東
京
の
ど
真
ん
中
で
の
、
ほ
ん
の
僅
か
な
期
間

で
あ
っ
た
が
、
平
和
の
蘇
っ
た
銀
座
、
有
楽
町
界

隈
を
満
喫
で
き
た
の
は
、
い
い
思
い
出
と
な
っ
た
』

３ 

国
分
寺
へ
移
転
、

 

学
生
生
活
一
変

　

国
分
寺
移
転
︱
北
多
摩
郡
国
分
寺
町
の
大
倉

系
企
業
・
中
央
工
業
の
敷
地
、
施
設
と
大
倉
経
専

の
そ
れ
と
を
交
換
す
る
話
は
、
敗
戦
直
後
の
九
月

に
始
ま
り
ま
す
。
移
転
は
翌
年
一
月
の
協
議
員
会

を
経
て
六
月
に
実
行
さ
れ
ま
す
。
学
生
達
は
猛
反

対
で
す
が
「
残
っ
た
僅
か
な
校
舎
で
授
業
を
続
け

る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
は
充
分
理
解
し
て
お
り
、

泣
く
泣
く
移
転
に
応
じ
」
ま
す
。
移
転
先
の
国
分

寺
校
地
の
南
側
に
は
「
畑
の
中
に
林
が
点
在
し
、

人
家
も
疎
ら
な
武
蔵
野
の
風
景
」
が
広
が
り
ま
す
。

ま
さ
に
「
都
落
ち
」
で
す
。

　
一
変
し
た
事
は
、
学
校
内
外
の
環
境
、
寮
生
活

は
じ
め
に

「
大
学
報
」
前
号
に
、﹃
戦
争
終
結
前
後
の
大
倉

経
専
﹄（
木
村
靖
著
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。
Ｂ
５
版

三
八
頁
の
冊
子
で
、
戦
中
か
ら
敗
戦
ま
で
の
体
験

記
で
す
。
木
村
靖
氏
は
、
四
五
年
三
月
、
大
倉
経

済
専
門
学
校
に
合
格
し
、
四
八
年
三
月
に
卒
業
さ

れ
た
方
で
す
。
翌
四
九
年
、
大
倉
経
専
は
東
京
経

済
大
学
に
昇
格
し
ま
す
。

　

卒
業
生
か
ら
複
数
、
体
験
記
の
入
手
に
つ
い
て

問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
家
版
で
限
定
部
数
制

作
で
す
が
、
木
村
氏
は
可
能
な
範
囲
で
対
応
さ
れ

ま
し
た
。
又
、
記
事
で
は
戦
後
編
を
執
筆
中
で
あ

る
旨
を
付
記
し
た
為
、
紹
介
記
事
の
続
編
を
希
望

す
る
声
が
史
料
室
に
届
き
ま
し
た
。
今
回
増
補
さ

れ
た
﹃
戦
争
終
結
前
後
の
大
倉
経
専
﹄
は
、
昨
年

執
筆
の
体
験
記
を
増
補
し
た
内
容
が
前
半
に
置

か
れ
、
新
た
に
二
年
半
の
戦
後
編
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
Ｂ
５
版
一一
八
頁
の
冊
子
で
す
。
今
回
も

簡
単
な
説
明
を
添
え
、
戦
後
編
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

敗
戦
の
年
一
〇
月
、

 

授
業
再
開

　

木
村
氏
達
は
勤
労
動
員
先
の
立
川
の
日
立
航

﹃
戦
争
終
結
前
後
の
大
倉
経
専
﹄

木
村 

靖 

著
︵
昭
和
二
三
年
卒
︶

の
紹
介 

❷
東
京
経
済
大
学	

史
料
室

永
山 

和
彦

左：前編、右：増補編、後編
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里
の
名
古
屋
ま
で
は
各
駅
停
車
で
十
三
時
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
座
席
を
確
保
す
る
に
は
、
早
く
並

ぶ
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
列
車
は
超
満
員
で
、
窓

か
ら
乗
降
し
ま
す
。
皆
苛
立
っ
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
蒸
気
機
関
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
近
づ
く
と
、

満
員
の
人
々
は
協
力
し
て
窓
を
閉
め
、
ト
ン
ネ
ル

か
ら
出
る
と
一
斉
に
窓
を
開
け
ま
す
。
人
心
荒
廃

の
中
「
日
本
人
の
心
の
中
に
は
、
ま
だ
協
調
の
精

神
が
少
し
は
残
っ
て
い
る
」
と
乗
客
も
実
感
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

６ 

一
九
四
七
年
の

 

２
・
１
ゼ
ネ
ス
ト

　

戦
後
の
労
働
運
動
の
高
揚
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
日
本

政
府
は
危
機
感
を
抱
き
ま
す
。
待
遇
改
善
を
求

め
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
争
議
が
頻
発
し
ま
す
。
四
七

年
一
月
一
日
、吉
田
茂
首
相
は
年
頭
の
挨
拶
で
「
不

逞
の
輩
」
と
労
働
運
動
を
批
判
、
こ
れ
に
対
し
て

全
官
公
庁
労
組
拡
大
共
同
闘
争
委
員
会
が
二
月
一

日
に
ゼ
ネ
ラ
ル・ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
こ
と
を
宣
言
、

対
決
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
波
は
木
村
氏
ら

大
倉
経
専
生
達
に
も
及
び
ま
す
。
寮
で
は
一
月
三

〇
日
、
ス
ト
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
下
級
生
と
上
級

生
の
ス
ト
ー
ム
合
戦
が
行
わ
れ
「
ス
ト
に
批
判
的

で
冷
静
な
人
」
も
こ
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
に
参
加

し
ま
す
。
翌
三
一
日
、
宮
城
（
皇
居
）
前
広
場
で
開

か
れ
る
大
学
、
高
専
の
決
起
集
会
参
加
の
た
め
大

手
町
に
学
生
達
が
集
ま
り
、
デ
モ
後
方
に
大
倉
経

専
生
達
が
連
な
り
ま
す
。
最
後
尾
に
女
子
専
門

学
校
生
達
が
続
く
の
で
、
大
倉
経
専
生
達
は
し
ん

が
り
に
回
り
女
学
生
達
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。
そ
こ

へ
進
駐
軍
Ｍ
Ｐ
の
「
機
関
銃
を
取
り
付
け
た
ジ
ー

プ
が
何
台
も
現
れ
」、
危
険
な
運
転
で
デ
モ
隊
を

威
嚇
、
女
学
生
達
か
ら
悲
鳴
が
上
が
り
ま
す
。
木

村
氏
は
「
生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
」
と
記
し

ま
す
。
大
倉
経
専
生
達
は
、「
お
と
こ
げ
」
を
発

揮
し
た
、
と
私
は
古
い
言
葉
を
思
い
だ
し
ま
す
。

　

こ
の
日
午
後
二
時
三
〇
分
、
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ス
ト
中
止
を
命
令
し
ま
す
。

労
働
側
は
衝
撃
を
受
け
、
指
導
者
達
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
本

部
に
連
れ
込
ま
れ
夕
刻
に
か
け
て
労
働
各
団
体
が

ゼ
ネ
ス
ト
中
止
を
決
定
し
ま
す
。
午
後
九
時
二
〇

分
、
全
官
公
庁
共
闘
議
長
井
伊
弥
四
郎
が
ゼ
ネ
ス

ト
中
止
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
発
表
し
ま
す
（﹃
も
の

が
た
り
戦
後
労
働
運
動
史
Ⅰ
﹄）。

　

戦
後
怒
涛
の
共
産
主
義
は
、
大
倉
経
専
に
も

押
し
寄
せ
、
学
生
達
は
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
学

校
で
は
資
本
論
を
学
び
ま
す
が
、
木
村
氏
ら
企
業

社
会
を
展
望
し
就
職
を
希
望
す
る
学
生
は
、
共
産

主
義
、
学
生
運
動
に
距
離
を
置
き
ま
す
。

７ 

教
員
と
の
絆

　

最
悪
の
住
宅
事
情
の
た
め
国
分
寺
校
地
内
に

職
員
寮
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
依
光
先
生
の
回
顧
録

に
は
「
古
舘
市
太
郎
校
長
一
家
、
大
成
龍
雄
、
渡

辺
輝
雄
、
田
中
祐
之
、
依
光
良
馨
、
山
村
忠
平
の

五
教
授
の
一
家
」
の
他
、
職
員
も
四
家
族
が
住
ん

で
い
た
と
あ
り
ま
す
。
木
村
氏
の
体
験
記
に
よ
り

学
生
と
り
わ
け
寮
生
と
教
員
と
の
交
流
は
濃
密
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
学
生
達
は
何
か
と

職
員
寮
に
夜
討
ち
を
か
け
、
依
光
先
生
な
ど
は
学

生
部
屋
に
ふ
ら
り
と
来
て
話
し
こ
む
な
ど
、
互
い

の
絆
は
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

８ 

卒
業
試
験
を
経
て
、
社
会
人
へ

　

当
時
、
停
電
は
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
寮
生
の

中
に
は
高
級
ラ
イ
タ
ー
の
灯
り
で
勉
強
す
る
者
も

い
ま
す
。｢

国
分
寺
か
ら
新
宿
へ
行
き
、
山
手
線

に
乗
り
換
え
て
グ
ル
グ
ル
周
り
な
が
ら
勉
強
し
、

終
電
で
帰
っ
て
く
る
猛
勉
家
」
も
い
ま
す
。

　

さ
て
食
糧
難
の
更
な
る
悪
化
は
木
村
氏
の
学
年

の
卒
業
試
験
を
危
う
く
し
ま
す
。
主
食
配
給
の
欠

配
が
続
き
、
寮
生
の
食
事
が
危
機
に
直
面
、
学
校

は
卒
業
試
験
を
一
週
間
延
期
、
実
家
が
近
い
寮
生

は
帰
郷
し
て
学
園
に
食
糧
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
に

よ
り
木
村
氏
達
は
卒
業
試
験
を
受
け
る
事
が
で

き
卒
業
し
ま
し
た
。
連
帯
の
力
で
す
。

　

さ
て
、
木
村
氏
は
無
事
に
卒
業
し
会
計
事
務

所
に
勤
め
、
進
路
変
更
で
朝
日
信
託
（
現
・
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
）
名
古
屋
支
店
に
就
職
し
ま
す
。
依

光
先
生
は
当
時
学
生
に
人
気
の
「
商
社
、
繊
維
、

石
炭
」
で
は
な
く
金
融
を
勧
め
て
い
た
こ
と
が
、

木
村
氏
の
選
択
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

「
学
生
時
代
の
寮
生
活
の
よ
う
に
、
利
害
関
係
の

な
い
社
会
で
の
人
間
関
係
を
体
験
で
き
た
の
は
貴

重
な
体
験
」
で
し
た
。
そ
し
て
「
大
倉
の
寮
生
活

は
我
が
青
春
の
思
い
出
で
あ
り
、
何
物
に
も
代
え

が
た
い
宝
物
で
あ
る
」
と
木
村
氏
は
記
し
、
戦
後

の
日
本
を
振
り
返
り
、
筆
を
お
ろ
し
ま
す
。

の
始
ま
り
、
そ
し
て
陸
海
軍
の
軍
服
（
将
校
用
）
を

着
た
人
達
が
大
勢
編
入
し
た
こ
と
で
す
。
軍
服
の

編
入
生
は
、
前
年
四
五
年
九
月
に
出
さ
れ
た
「
陸

士
、
海
兵
等
陸
海
軍
諸
学
校
出
身
者
お
よ
び
在

学
生
」
の
希
望
者
に
つ
い
て
高
等
教
育
機
関
へ
の

転
・
入
学
を
進
め
た
国
の
政
策
が
も
た
ら
し
た
も

の
で
す
（﹃
学
制
百
年
史
﹄）。

４ 

学
費
、
バ
イ
ト

　

生
活
苦
が
全
国
を
覆
う
四
六
年
三
月
、
年
度

末
の
前
後
に
、
木
村
氏
は
親
か
ら
退
学
し
て
く
れ

と
い
わ
れ
、
二
学
年
一
学
期
末
ま
で
待
っ
て
く
れ

と
親
に
頼
み
ま
す
。
同
様
に
退
学
を
迫
ら
れ
た
従

兄
弟
の
東
大
生
と
、
繊
維
の
仕
入
れ
と
転
売
の
バ

イ
ト
を
始
め
、
軍
人
上
り
の
同
窓
生
が
荒
稼
ぎ
を

指
南
し
ま
す
。
他
に
サ
ッ
カ
リ
ン
製
造
等
も
行
っ

て
現
金
を
捻
り
だ
し
難
局
を
打
開
し
ま
す
。

『
ほ
と
ん
ど
の
人
が
食
う
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
皆
、
出

席
日
数
の
不
足
を
気
に
し
な
が
ら
、
生
き
る
た
め

に
必
死
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
こ
れ
は
学
費
を

稼
ぐ
た
め
で
は
な
く
、
家
族
を
餓
死
か
ら
守
る
た

め
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
』

５ 

鉄
道
事
情

　

当
時
の
交
通
事
情
は
「
長
距
離
列
車
の
本
数

は
数
え
る
ほ
ど
し
か
」
な
い
状
態
で
し
た
。
東
海

道
線
の
長
距
離
切
符
は
東
京
駅
で
朝
八
時
頃
に

発
売
さ
れ
ま
す
。
切
符
を
買
う
に
は
前
夜
一
〇
時

頃
か
ら
売
り
場
に
行
き
、
朝
ま
で
並
び
ま
す
。
郷
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東経大TOPICS

現代法学部橋爪幸代ゼミが、
少子化解消提言コンテスト
「Over	Million	Challenge」でグランプリを獲得！

120周年動画制作
プロジェクトスタート

Google「Womenwill」
連動した取組みを実施

大倉喜八郎	口述
『致

ち

富
ふ

の鍵』刊行

キャリアデザイン
プログラム１期生入学

　少子化解決のアイディアを未来の
「ママ・パパ」である学生視点で考え、
幸せな子育てをしやすい社会を実現さ
せるために、どのようなことが必要か
について解決策を発表する「Over	
Million	Challenge」の最終プレゼン
テーションが、2017年2月18日㈯東
京大学福武ホールで開催され、東京経
済大学現代法学部の橋爪幸代ゼミが、
応募48チームの頂点に立ち、グラン

プリを獲得しました。
「Over	Million	Challenge」は、ベ
ネッセコーポレーションや日本航空な
どが組織する同実行委員会が主催し、
大学院生・大学生・短大生・専門学校
生を対象としたプロジェクト型のコン
テストです。２年目の開催となった今
回は、応募48チームのうち５チーム
が書類審査を通過。その後、合宿・
フィールドワークを通し、自身のテー
マの考察・発表に磨きをかけました。
　橋爪ゼミ生は、チーム名「sachild」
として最終発表に臨み、未婚率の上昇
に対して、結婚したいと思っている人
は依然として多いことから、パート
ナーとの人生設計を具体化させること
を重視した「現代型お見合い」を提案
しました。

　2020年の120周年に向けて、チャ
レンジを通じて学生たちの成長を4年
間追い続けるプロジェクト「学生たち
のはじめて物語」の制作を2017年5
月に開始しました。この取組みは、本
学の建学の理念である「進一層」を体
現する学生たちを、学生たち自身の手
で残していくものです。映画研究会や
学生記者をはじめとする学生制作ス

「未来の働き方アカデミー」と題して、
女性がより活躍できる世の中を学生の
視点で考え発信していく取組みを、
Googleと進研アドとコラボして行っ
ています。2017年5月31日㈬には、
Googleから講師を招きセミナーを行
い、学生約80名がワークショップを
行い東経大発の社会に向けた提言を考
え発表を行いました。この活動に連動

タッフは、撮影や編集に関する研修を
受け制作に取り掛かっています。動画
は、10月23日の創立記念日に大学Ｗ
ｅｂサイト内120周年記念特設サイト
内に公開する予定です。

した冊子の発行や、本学学生がファシ
リテーターとなって高校生向けの未来
を考えるワークショップ等も開催しま
した。

　本学の前身、大
倉商業学校創立
者・大倉喜八郎の
『致富の鍵』（330
頁/3,000円税抜）
を日本経済評論社
より刊行しました。
これは1911（明
治44年）年に刊行され、1992（平成
4年）に復刊されましたが、原本の内
容が大幅に削除され現在では絶版と
なっていました。
　今回は、本学史料委員会の編集によ
り『大倉喜八郎かく語りき』（2014年
10月刊行）、『努力』（2016年3月刊行）
に続き大倉喜八郎著作の第３弾となり
ます。本書は、現代の表記に改めたう
えで詳細な注がつけられており、21
世紀に完全な姿で蘇ることになりまし
た。全国書店で販売中です。

　2017年4月、4年間の徹底したキャ
リア教育と、4学部の基礎を学んでか
ら自分の目的に合わせて学部を選択す
る新しい学び方をする「キャリアデザ
インプログラム」が1期生50名を迎え
入れました。キャリア形成の大きなカ
ギを握る「キャリアデザイン・ワーク
ショップ」では、積極的に発言し、相
手の意見に耳をかたむけ、真剣に考え
て取り組む新入生の姿が見られました。
キャリアデザインプログラム支援担当
の新井一央特命講師は「学生同士や教
員とのコミュニケーションを育み、
キャリア形成に必要な自主性や積極性
といった『チャレンジ精神』を養いた
い」と話しています。
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平成28年度収支決算

資金収支計算書　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位：円）
科目 予算 決算 差異

収入の部
学生生徒等納付金収入 6,757,196,000 6,752,606,000 4,590,000
手数料収入 278,102,000 354,563,936 △ 76,461,936
寄付金収入 22,290,000 51,451,806 △ 29,161,806
補助金収入 451,022,000 447,014,144 4,007,856
資産売却収入 2,302,143,000 3,904,364,862 △ 1,602,221,862
付随事業・収益事業収入 50,407,000 49,132,200 1,274,800
受取利息・配当金収入 210,000,000 198,215,139 11,784,861
雑収入 232,330,000 247,723,074 △ 15,393,074
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 2,350,792,000 2,633,255,220 △ 282,463,220
その他の収入 424,929,000 448,724,101 △ 23,795,101
資金収入調整勘定 △ 2,756,837,000 △ 2,792,574,039 35,737,039
前年度繰越支払資金 6,831,712,000 6,831,712,192 ─
収入の部合計 17,154,086,000 19,126,188,635 △ 1,972,102,635

　 　 　 　　

支出の部
人件費支出 4,293,231,000 4,313,636,935 △ 20,405,935
教育研究経費支出 2,129,220,000 2,042,457,826 86,762,174
管理経費支出 416,806,000 422,761,602 △ 5,955,602
借入金等利息支出 23,622,000 23,621,675 325
借入金等返済支出 462,490,000 462,490,000 0
施設関係支出 164,907,000 164,670,260 236,740
設備関係支出 148,218,000 146,838,009 1,379,991
資産運用支出 4,336,278,000 4,641,025,084 △ 304,747,084
その他の支出 96,426,000 106,337,385 △ 9,911,385

[予備費] (16,000,000) ─0 0
資金支出調整勘定 △ 48,178,000 △ 102,936,553 54,758,553
翌年度繰越支払資金 5,131,066,000 6,905,286,412 △ 1,774,220,412
支出の部合計 17,154,086,000 19,126,188,635 △ 1,972,102,635

　学校法人東京経済大学の2016年度（平成28年度）の事業報告と決算が5月25日開催の評議員会・理事会において承認され、確定いた
しました。また、2017年度（平成29年度）の事業計画と予算がすでに3月23日開催の評議員会・理事会において決定しています。
　2016年度決算書概要および2017年度予算書概要を掲載いたしますのでご覧ください。なお、2016年度事業報告書および2017年度事
業計画書は東京経済大学ホームページに掲載しておりますのでそちらをご覧ください。

活動区分資金収支計算書　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位：円）
科目 金額

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

学生生徒等納付金収入 6,752,606,000 
手数料収入 354,563,936 
特別寄付金収入 26,303,349 
経常費等補助金収入 418,685,144 
付随事業収入 49,132,200 
雑収入 247,723,074 
教育活動資金収入計 7,849,013,703 

支
出

人件費支出 4,313,636,935 
教育研究経費支出 2,042,457,826 
管理経費支出 422,761,602 
教育活動資金支出計 6,778,856,363 

　　　差引 1,070,157,340 
　　調整勘定等 △ 19,634,255 
　教育活動資金収支差額 1,050,523,085 

　 　

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る

資
金
収
支

収
入

施設設備寄付金収入 25,148,457 
施設設備補助金収入 28,329,000 
施設設備売却収入 102,969 
施設整備等活動資金収入計 53,580,426 

支
出

施設関係支出 164,670,260 
設備関係支出 146,838,009 
第２号基本金引当特定資産繰入支出 30,000,000 
施設整備等活動資金支出計 341,508,269 

　　　差引 △ 287,927,843 
　　調整勘定等 △ 16,148,302 
　施設整備等活動資金収支差額 △ 304,076,145 

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額） 746,446,940 

科目 金額
　 　

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

有価証券売却収入 3,904,261,893 
退職給与引当特定資産取崩収入 300,572,188 
大倉学芸振興会引当特定資産取崩収入 3,983,200 
預り金受入収入 16,037,949 
立替金回収収入 1,193,670 
　小計 4,226,048,900
受取利息・配当金収入 198,215,139 
その他の活動資金収入計 4,424,264,039 

支
出

借入金等返済支出 462,490,000 
有価証券購入支出 4,268,431,939 
第３号基本金引当特定資産繰入支出 101,815,086 
退職給与引当特定資産繰入支出 236,467,439 
大倉学芸振興会引当特定資産繰入支出 4,310,620 
　小計 5,073,515,084 
借入金等利息支出 23,621,675 
その他の活動資金支出計 5,097,136,759 

　　　差引 △ 672,872,720 
　　調整勘定等 0 
　その他の活動資金収支差額 △ 672,872,720 

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額） 73,574,220 
前年度繰越支払資金 6,831,712,192 
翌年度繰越支払資金 6,905,286,412 
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貸借対照表　平成29年3月31日	 （単位：円）
科目 本年度末 前年度末 増減

資産の部
固定資産 35,281,256,288 35,388,529,168 △ 107,272,880
　（有形固定資産） （20,691,191,428） （21,233,048,111） （△ 541,856,683）
　（特定資産） （7,579,207,585） （7,511,169,828） （68,037,757）
　（その他の固定資産） （7,010,857,275） （6,644,311,229） （366,546,046）
流動資産 7,110,498,012 6,976,084,338 134,413,674
資産の部合計 42,391,754,300 42,364,613,506 27,140,794

　 　 　 　　

負債の部
固定負債 4,122,332,876 4,650,341,583 △ 528,008,707
流動負債 3,465,695,755 3,421,993,281 43,702,474
負債の部合計 7,588,028,631 8,072,334,864 △ 484,306,233
純資産の部
基本金 36,234,319,400 35,503,033,949 731,285,451
　第１号基本金 31,148,695,150 30,549,224,785 599,470,365
　第２号基本金 30,000,000 0 30,000,000
　第３号基本金 4,529,624,250 4,427,809,164 101,815,086
　第４号基本金 526,000,000 526,000,000 0
繰越収支差額 △ 1,430,593,731 △ 1,210,755,307 △ 219,838,424
純資産の部合計 34,803,725,669 34,292,278,642 511,447,027
　 　 　 　

負債及び純資産の部合計 42,391,754,300 42,364,613,506 27,140,794

事業活動収支計算書　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで
（単位：円）

科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

学生生徒等納付金 6,757,196,000 6,752,606,000 4,590,000
手数料 278,102,000 354,563,936 △ 76,461,936
寄付金 22,290,000 26,303,349 △ 4,013,349
経常費等補助金 418,525,000 418,685,144 △ 160,144
付随事業収入 50,407,000 49,132,200 1,274,800
雑収入 232,330,000 247,723,074 △ 15,393,074
教育活動収入計 7,758,850,000 7,849,013,703 △ 90,163,703

事業活動
支出の部

人件費 4,231,517,000 4,249,532,186 △ 18,015,186
教育研究経費 2,966,881,000 2,880,118,260 86,762,740
管理経費 435,027,000 440,982,308 △ 5,955,308
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 7,633,425,000 7,570,632,754 62,792,246

教育活動収支差額 125,425,000 278,380,949 △ 152,955,949
　 　 　 　

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 210,000,000 198,215,139 11,784,861
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 210,000,000 198,215,139 11,784,861

事業活動
支出の部

借入金等利息 23,622,000 23,621,675 325
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 23,622,000 23,621,675 325

教育活動外収支差額 186,378,000 174,593,464 11,784,536
 経常収支差額 311,803,000 452,974,413 △ 141,171,413

　 　 　 　

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資産売却差額 0 2,376,000 △ 2,376,000
その他の特別収入 35,497,000 58,042,741 △ 22,545,741
特別収入計 35,497,000 60,418,741 △ 24,921,741

事業活動
支出の部

資産処分差額 5,000,000 1,946,127 3,053,873
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 5,000,000 1,946,127 3,053,873

特別収支差額 30,497,000 58,472,614 △ 27,975,614
　 　 　 　

[予備費］ (16,000,000)
─0 0

基本金組入前当年度収支差額 342,300,000 511,447,027 △ 169,147,027
基本金組入額合計 △ 696,698,000 △ 731,285,451 34,587,451
当年度収支差額 △ 354,398,000 △ 219,838,424 △ 134,559,576
前年度繰越収支差額 △ 1,210,755,000 △ 1,210,755,307 307
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 1,565,153,000 △ 1,430,593,731 △ 134,559,269

（参考）    
事業活動収入計 8,004,347,000 8,107,647,583 △ 103,300,583
事業活動支出計 7,662,047,000 7,596,200,556 65,846,444
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資金収支予算書　平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
（単位：千円）

科目 29年度予算 28年度予算 増減（△）

収入の部
学生生徒等納付金収入 6,857,909 6,757,196 100,713
手数料収入 292,449 278,102 14,347
寄付金収入 450,300 22,290 428,010
補助金収入 539,039 451,022 88,017
資産売却収入 1,559,253 2,302,143 △ 742,890
付随事業・収益事業収入 59,859 50,407 9,452
受取利息・配当金収入 252,000 210,000 42,000
雑収入 163,520 232,330 △ 68,810
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 2,181,178 2,350,792 △ 169,614
その他の収入 359,626 424,929 △ 65,303
資金収入調整勘定 △ 2,447,200 △ 2,756,837 309,637
前年度繰越支払資金 5,131,066 6,831,712 ─
収入の部合計 15,398,999 17,154,086 △ 1,755,087

　 　 　 　　

支出の部
人件費支出 4,241,325 4,277,231 △ 35,906
教育研究経費支出 2,222,643 2,129,220 93,423
管理経費支出 434,342 416,806 17,536
借入金等利息支出 17,784 23,622 △ 5,838
借入金等返済支出 462,490 462,490 0
施設関係支出 162,366 164,907 △ 2,541
設備関係支出 188,599 148,218 40,381
資産運用支出 4,699,896 4,336,278 363,618
その他の支出 35,000 96,426 △ 61,426
[予備費] 16,000 16,000 0
資金支出調整勘定 △ 35,000 △ 48,178 13,178
翌年度繰越支払資金 2,953,554 5,131,066 △ 2,177,512
支出の部合計 15,398,999 17,154,086 △ 1,755,087

事業活動収支予算書　平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
（単位：千円）

科目 29年度予算 28年度予算 増減（△）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

学生生徒等納付金 6,857,909 6,757,196 100,713
手数料 292,449 278,102 14,347
寄付金 50,300 22,290 28,010
経常費等補助金 502,037 418,525 83,512
付随事業収入 59,859 50,407 9,452
雑収入 163,520 232,330 △ 68,810
教育活動収入計 7,926,074 7,758,850 167,224

事
業
活
動

支
出
の
部

人件費 4,238,096 4,215,517 22,579
教育研究経費 3,030,987 2,966,881 64,106
管理経費 451,790 435,027 16,763
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 7,720,873 7,617,425 103,448

　教育活動収支差額 205,201 141,425 63,776
　 　 　 　　

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 252,000 210,000 42,000
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 252,000 210,000 42,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 17,784 23,622 △ 5,838
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 17,784 23,622 △ 5,838

　教育活動外収支差額 234,216 186,378 47,838
経常収支差額 439,417 327,803 111,614

　 　 　 　　

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 440,002 35,497 404,505
特別収入計 440,002 35,497 404,505

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 5,000 5,000 0
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 5,000 5,000 0

　特別収支差額 435,002 30,497 404,505
[予備費］ 16,000 16,000 0
基本金組入前当年度収支差額 858,419 342,300 516,119
基本金組入額合計 △ 1,108,494 △ 696,698 △ 411,796
当年度収支差額 △ 250,075 △ 354,398 104,323
前年度繰越収支差額 △ 1,565,153 △ 1,210,755 △ 354,398
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 1,815,228 △ 1,565,153 △ 250,075

（参考）    
事業活動収入計 8,618,076 8,004,347 613,729
事業活動支出計 7,759,657 7,662,047 97,610

平成29年度予算
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─ ホームカミングデーに関するお問い合わせ ─
東京経済大学　校友センター　（国分寺キャンパス 大倉喜八郎 進一層館 B1F）

TEL：042-328-6100　FAX：042-328-8029　E-mail：kouyu-annai@s.tku.ac.jp

ホーム
カミングデー

葵友会
秋季懇親会

第22回

2 017

平
（ 1 9 9 7 ）

成9年、平
（ 2 0 0 7 ）

成19年

ご卒業の皆様へ
みなさま日々忙しくご活躍のことと思います。卒業後10年、20年
を記念して、ホームカミングデーにて特別に専用テーブルをご用意
してお待ちしております。記念品もご用意しておりますので、同期
生のみなさまをお誘いの上ご参加ください。

卒業時に研究論文を提出された方で、1996年以前卒業の方へ、論文を返却しています。

図書館Webサイトの卒業生向けページからお申込みください
（随時受付）

ホームカミングデーご来校時に受取をご希望の方は、10月26日までにお申し込みください。

卒業論文
をお手元に

思い出
の

問い合わせ先  　東京経済大学図書館・卒論返却係　TEL. 042-328-7764　Eメール library@s.tku.ac.jp

申込締切：2017年10月20日（金）

同封の申込用紙下部の「基本情報」をご記入の上、「ホームカミングデー申込欄」該当事項に をつけ、指定個所を
のりづけし、期日までにご返送ください。

標題を「ホームカミングデー申込」とし、本文にお名前、卒業年、Aから始まる９ケタの数字（個人番号）を記載の上、
kouyu-annai＠s.tku.ac.jpまでお送りください。

申込方法

郵　便

メール

ご 案 内

　例年600名を超える卒業生のみなさまが一堂
に会する『ホームカミングデー』。
　大学とみなさまをつなぐ大切な一日、また一歩
進化した母校へみなさまのご帰校を心よりお待ち
しております。

2017年11月4日㊏ 1（ 受 付 開 始 1 4 ： 3 0 ）
5：00～

東 京 経 済 大 学 　 国 分 寺 キ ャ ン パ ス 　 １ ０ ０ 周 年 記 念 館

対象
東京経済大学全卒業生

参加費

無料
プログラム

懇親パーティー
お楽しみ抽選会

学生団体によるパフォーマンス
来場記念品プレゼント［卒業生限定］


